第１回　鶴岡市文化会館管理運営実施計画アドバイザー会議　会議録（概要）
日時：平成26年11月20日（木）
18時30分～20時50分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　場所：鶴岡アートフォーラム　大会議室
	〔協議事項〕　　　　　(1)アドバイザー会議の進め方について（案）
　　　　　　　　　　　(2)市民ワークショップ・シンポジウム等について（案）
　　　　　　　　　　　(3)開館記念事業について

〔出 席 者〕　　　　　総合アドバイザー：草加叔也氏

地元アドバイザー：穂積恒雄氏、梅津芳春氏、柿﨑泰裕氏、
伊藤裕美子氏、大久保紀子氏
教育長　教育部長　社会教育課長　文化主幹　芸術文化主査
芸術文化主査　芸術文化係専門員　芸術文化係芸術文化支援員
〔公開・非公開の別〕　公開

〔傍 聴 者〕　　　　　なし


１　開会（文化主幹）
２　あいさつ（教育長）
～自己紹介～

３　アドバイザー会議の運営について
文化主幹：会議の議長については設置要綱に基づきまして、総合アドバイザーの草加叔也先生にお願いしたいと思いますが、よろしいでしょうか。
　※異議なし。
総合アドバイザー：私が適任かどうか自問自答しているところでございますが、地元の声を忌憚なく発言していただく上でも、私が中立な立場で会議の進行を支援しなさいということかもしれません。できるだけお役に立てるようになればと思います。よろしくお願いします。

それでは、時間もありますので、次第に従って、３ アドバイザー会議の運営について（案）を事務局から提案してください。
芸術文化主査：資料１により説明。
総合アドバイザー：ありがとうございました。資料１のご提案をいただきましたが、提案について何か質問はございませんか。質問がある場合は、挙手をして指名をさせていただきます。
地元アドバイザー：資料１の目的に検討するとありますが、アドバイザー会議と言えば、意見を述べるとか、助言を行う、提言するということになると思うのですが、アドバイザー会議では検討をするのでしょうか。
社会教育課長：検討委員会とは違いアドバイザー会議ですので、事務局で提案したものに対して、ご助言やアドバイスをいただくようなことで考えておりますのでよろしくお願いいたします。
総合アドバイザー：それでは、ただいま説明のあった案により、進めさせていただくということでよろしいでしょうか。
※異議無し。
４　報告事項
総合アドバイザー：それでは次に４の報告事項に入ります。今日は第１回目の会議でありますので、文化会館の改築整備事業のこれまでの経過について、簡単に事務局より報告をお願いします。
芸術文化主査：広報つるおか「鶴岡市文化会館改築整備事業特集号」により説明。

総合アドバイザー：ありがとうございました。ただいまの報告につきまして何か質問ありますか。

皆さんも承知と思いますが、全国的にもなかなか建設工事が落札しにくい状況が続いています。これは鶴岡だけでなく、例えば、香川県観音寺市、群馬県太田市でも複数回の入札の結果、落札をしました。また、愛媛県四国中央市では、設計からやり直すことになりました。

鶴岡では、かなり難産ではありましたが、まずは工事に着手するという段階に至りました。ご担当の皆さんには、この間相当のご苦労があったと思いますが、そのことを考えれば、これからの施設整備を管理運営実施計画の具体化を通して、どう盛り立てていくことができるのかということが皆さんの役割になってくるかもしれません。

それでは、会議後でもよろしいので、ご質問があればお尋ねいただければと思います。
５　総合アドバイザー講話
文化主幹：ここで、総合アドバイザーをお願いしております草加叔也様から、最近の全国の公立文化施設の動向等についてご講話をお願いしたいと思います。草加先生よろしくお願いいたします。
総合アドバイザー：別紙資料をもとに講話。
６　協議
（１）アドバイザー会議の進め方について　
芸術文化専門員：資料２・管理運営計画の冊子により説明。

総合アドバイザー：ありがとうございました。資料２につきまして何か質問がございましたら、よろしくお願いいたします。
地元アドバイザー：先ほどのお話の中にありました、PDCAサイクルとは。

地元アドバイザー：これはPlan、Do、Check、Actionということなんですが、物事をやるときに、まず誰が何を何時までということを決めますよね。
　　皆で決めた目標達成のため、計画（Plan）通りに行われているか（Do）を機会を見てチェック（Check）し、その時点で計画とズレの有無を確認・共有化し、必要ならその対策を講じて目標達成にむけて組織的・機能的に行動（Action）する方法をPDCAのサイクルを回すと言います。

総合アドバイザー：つまり、評価を活かして行く手法ということですね。ただ単に評価をするだけではなく、その評価を活かして軌道修正を図ることで、新たな計画を進めるという方法について事業計画で定めておきましょうということです。他にどなたかありますか。
地元アドバイザー：あくまでも進め方ということですので、体制作りについてですが、これだけ大きい事業になり教育委員会の方だけでは大変でしょうから、他のところからでもいいですから、まずは人を、市を挙げた体制作りをしていただけるようにお願いします。
地元アドバイザー：総合アドバイザーのお話をお聞きしましたら、芸術文化だけではなく、まちづくりまで発展させないといけない施設なわけなので、これは教育だけではなくて、まちづくりの企画だとか、そういうところと連携をとっていかなければいけないのかなと思いました。

あと資料の管理運営計画を見直しまして、組織体制のイメージがありますが、これの館長・アドバイザーというのはある程度決まっているのでしょうか。コンセプトは作れると思いますが、実際に子どもたちにどういう活動をさせたら、この街が好きになって住みたいと思えるコンテンツを作れるかといったところになると、私たちのレベルではとても対応できないと思います。誰か鶴岡か山形に縁のある人で、そういうコンテンツを考えられるような人を考えたときに、芸工大の小山薫堂さんとか蔦谷書店の社長さんとか、一年から二年の間だけでも館長さんなりアドバイザーなりどちらかにそういう人たちが入らないと、ちょっと無理なのかなと思うのですがいかがでしょうか。

総合アドバイザー：まず、管理運営計画の２０ページに書かれている、館長やアドバイザーの目星は決まっていますかいうことでしたが、いかがでしょうか。

社会教育課長：これは、昨年度の管理運営計画の時にイメージしたイメージ図なわけですが、イメージ図で示しております館長・アドバイザーについては、全く白紙の状態ですので、この実施計画の中で更にご意見をいただきながら、管理運営団体に、組織づくりに、どういった人にしたらいいかということも含めて、色々なご助言をいただきながら検討したいと思っております。
おっしゃるとおり、どうやってアドバイザーや専門性を持つスタッフを、この鶴岡の中から見つけ出すのか外から呼んでくるのか、そのへんについても、これから色々お話をいただきながら考えていかなければならないと考えています。
地元アドバイザー：そのアドバイザーなり、そういう人がいるといないのでは今後の展開も変わってきて、今日最後に開館記念事業というのがありますが、どういう人が入るかによって、その人のコネクションといいますか、そこで誰を呼んでくるかというのに関わってくると思います。
私が周りの人に開館記念公演は誰に来て欲しいと聞いてみたら、小澤征爾さんがいいと言う人がいっぱいいました。ある施設では開館記念公演に呼んで、その後もずっと呼んでいるところがあったと思います。ただ一回鶴岡に来ていただくということでは発展が無いわけで、ずっと何か事あるごとに鶴岡の応援団になってくれる人というのが本当のあるべき姿ではないかなと思い、お話させていただきました。

総合アドバイザー：今、ご心配されていることは、大変に重要なことだろうと思います。後半の開館記念事業の資料を見ていただくと、小澤さんは一回だけですが酒田にも来ていらっしゃいます。また、お話のあった専門性のある人をおかなければいけない、これも当然のことだと思います。場合によっては、小山薫堂さんがいいかもしれないし、小澤征爾さんがいいかもしれませんが、その前にまずはこの施設ではどういうことをやっていくのかということをもう少し議論した上で、一番適した方を必要に応じて考えていくというのが、手続き的にはよいのではないでしょうか。

他にどなたかご意見がありましたら伺いたいと思いますがいかがでしょうか。

それでは、時間も少し押しているので、少し先に行きたいと思います。続いて資料３のご説明をいただけますか。

（２）市民ワークショップ・シンポジウム等について（案）
芸術文化専門員：資料３により説明。

総合アドバイザー：こういうテーマを考えたらよいのではないかということも含めて、何かご意見があればお話ししていただきたいと思いますがいかがでしょうか。
地元アドバイザー：進め方という点で、今回は平成２７年度に計画を策定するということで、開館は平成２９年度ですので、開館までの２年間はじっくり運営のことや開館のイベント等について検討しなければならないところですが、市民の気運を盛り上げて行くというシンポジウム、ワークショップも非常に大事な役割だと思うので、途中で腰折れにならないように、平成２７年度だけではなくて、平成２８年度も続けていくというような考え方で進めていかないとまずいのではないでしょうか。
色々な市民の意見を積み上げていくよということであれば、もちろん草加アドバイザーからコーディネイトしていただきながら、市民にキャッチボールと同じように投げかけてやって、また意見ももらうというようなことをやっていくのが非常に大事なのではないかと感じました。

いずれにしても、これだけの施設を作るわけですから、７割８割の足を運んでいない方々が、半分以上文化会館に足が運べる、目が向けるというような気運を高めなければいけないと思いますので、そのへんのところも考えながら、地元アドバイザーも含めながら、総合的に考え方の共通理念を持ちながら進めていければいいなと思いますので、その点一つよろしくお願いします。
それから同じく関連するのですが、先ほどの広報つるおか特集号にも、ワークショップの実施や愛称募集を通じて市民が一緒に参加できる場を提供していきますというようにして書かれているわけですから、そのへんのタイミングも大事なのかなと思いました。
地元アドバイザー：今のお話とは少し観点が違うのですが、先ほど小澤征爾さんというお話が出てきたのですが、例えば有名な方をお呼びしたいと思った時は、２年から３年前に話を決めておかないと、いわゆるスケジュール的に無理だということがあります。また、市民参加型の事業でも、準備・計画・予算そして色々なことを考えた時には２年以上はかかるだろうと思います。

そうした時に、事業の内容によっては、ずっと意見を聞いていける場合と、市民の意見を聞くのはここまでで、ここで決めなくてはいけないといったタイムスケジュールも考えていかなくてはいけないことですから、内容を精査して、シンポジウムあるいはワークショップを考えていくべきと思います。
総合アドバイザー：ありがとうございました。お二方からご意見をいただきましたが、一つは市民の気運を高めていく上で、こういうワークショップをやることが大変重要だとお話がありました。

また、プレイベントなども、どのくらいから始めるのかということも含めて、今決まっていることがあれば事務局からお話をいただいたほうが良いでしょうし、もしまだ決まっていないようであれば、開館までの大きなスケジュールを示せればよいのではないかと思いました。

さすがに、こけら落とし公演をいつからブッキングするといったことは明示できないでしょうが、逆に言うと開館からどれくらいのところを目安に何をやろうと考えられているのかということの素案を見せていただいたほうが、委員の皆さんも具体的な提案ができるかもしれません。

マスター工程としては建設というスケジュールがあるわけですから、イメージで構いませんので次回の会議で示していただくことはできませんでしょうか。

地元アドバイザー：工事の着工が当初より遅れたので、前に作ったスケジュールは作り直さなければならないと思います。

芸術文化専門員：スケジュールにつきましては、次回の会議でお示しできる範囲で準備したいと思います。

総合アドバイザー：それでは、既に次の協議事項にも踏み込んでいるようですので、資料４についてご説明いただけますでしょうか。
（３）開館記念事業について
芸術文化専門員：資料４により説明。

総合アドバイザー：資料４の旧鶴岡市文化会館の開館記念事業を見ると、招聘公演と地元の方たちの催し物が一日置きぐらいに交互に入っているのではないかと思います。７割の未開拓のフィールドを耕す大きなチャンス、関心を持っていただくのは、この開館記念事業だと思いますので、まずは振り向いていただく。そのために、招聘公演を行うのも一つの方法です。もちろん、この鶴岡でなかなか観たり聞いたりすることができないであろう事業というものも、ぜひやっていただきたいなと思います。

それから、やはり中心になってやっていかなくてはいけないのは、この施設が発信しようとしている活動や事業をぜひ行っていくことだと思います。音楽に重心を置いたホールを創るということであれば、優れた音楽を鑑賞できる、それに参加できるようなことを行っていくことが必要だと思います。プレ事業を通して開館に向けて行っていく。市民ミュージカルであれば、ダンスだけを練習する、歌だけを発表するといった創造過程を段階ごとに公開するような事業を通して、開館記念事業に向けてだんだん成長していくようなことも考えられるのではないでしょうか。

規模の大きい事業については、可能であれば地域のテレビ局や新聞社、その他に地域の企業の皆さんのご協力などもいただいて行うことも考えられます。また、市民が参加する事業は、時間がかかる事業ですので、時間をかけて成長させていただければと思います。さらに開館以降には、できれば周年的にできるようなプログラムも考えていただきたい。こけら落としでやったら１周年、２周年でもやる。場合によっては、その中で市民オーケストラや吹奏楽団が立ち上がるだとか、合唱団ができるというようなこともあるかもしれません。

もちろん地域の潜在力を勘案して行わなければいけません。安易に合唱団と言いましたが、そうじゃないかもしれません。逆に小さなジャズバンドのようなものを沢山作っていくこともあるかもしれません。これから始まるプレ事業などをきっかけとして活動が発生するような仕掛けをぜひ作っていただきたいと思います。

地元アドバイザー：私は前にも申しましたとおり、このホールのハード全ての機能を駆使したものとして、オーケストラを入れたクラシックバレエ全幕を観たいです。子どもたちが凄く夢を持てると思います。もう１つ、現時点のイメージで言ったら、土曜会混声合唱団を中心に庄内の合唱団体全てをステージに立たせてはどうかと思っております。

地元アドバイザー：今も発言ありましたが、昔の会館もあったのですがほとんど使わないできたオーケストラピットが、今回作るホールにもあるわけですから、これをきちっと有効に活用できるようなものを呼んで欲しいなと思います。オペラという形になろうかと思いますが、そういったものが１つ欲しいです。
あと開館記念事業でなければできないものというのも当然あるわけですので、歌舞伎とかオーケストラ、ベルリンフィルが呼べれば一番いいのですが、日本を代表するオーケストラを呼べないかなと思いますし、そのへんについても検討して行ければいいなと思います。
それから私に２２歳の娘がいるのですけれども、誰を呼んだらいいか聞いたら清水翔太を呼んで欲しいと言っていました。私の娘も鶴岡に居た時は仙台に２、３度足を運んで聞きにいくということで、清水翔太が来たら東北から若い人が集まるというようなことを言っています。こういったポピュラー音楽的なこともして、呼べればいいのかなと考えていたわけで、次回あたりからは具体的な話をできればいいなと思います。
地元アドバイザー：先ほど草加先生から招聘公演という話があって、酒田の事業を見たら基本的に招聘公演のことしか書いていなくて、本当はもっと市民サイドの物を酒田でもあったのだろうなと思いながら、ただ記念式典としては招聘公演をしたんだなということで見ていました。ただ、酒田には市原多朗さんという地元出身の世界的なテノールが一人、看板がいたので、いわゆる労をせずして実を取ったというような感じで実施されたのかなと思います。
オペラは凄くお金がかかるので、舞台の道具とか全部を持って回るオペラの引っ越し公演だと、数千万円で済むのかなと思います。他のオペラでも、値段は落とすかもしれませんが、一千万円単位でかかるわけですから、鶴岡でも前にバーデンの歌劇場を数百万円で、あまりお金をかけずに引っ越し公演でやったことがありますけれども、あれだと引っ越し公演で５０人くらいのオケが入って、本当のオペラになると１００人、２００人といるわけですから、それだけでも何千万になるわけです。

これは夢なのですが、それを起爆剤にして、地元出身の若手が今凄く伸びているので、地元の歌手を使ったオペラ公演ができていければ素晴らしいのではないかなと考えています。

地元アドバイザー：先ほどの草加さんのお話の中にあった、招聘型のものをやるのと一緒に、地元の色々な文化とか芸術とかに対する芽を育てていくのも大切だという、こちらほうに凄く惹かれました。

それで、少し話が飛ぶのですが、オープンでプレゼンテーションをして、そして選定委員が点数で評価して、その中からいい事業を選んで予算を付けてくれるやり方をしている、県の助成事業があります。鶴岡市でも、もしそういうのが可能であれば、地元の色々な団体からプレゼンをしてもらって選ぶというのがあると、市民が盛り上がるのではないかという気がします。

私たちも文化会館が新しくできたら、こういうことをやりたいというミュージカルがあって、それを今年第一段目として事業を開始して、県から助成金もいただいて、蜂子皇子という地元の伝説を取り上げて２０分のミュージカルにしました。由良と羽黒山の五重塔と両方で公演をしたところ、地元の方の評判がとても良かったです。我田引水みたいですが、テーマソングも凄くいいと言われて、これは成人式でも歌ってもらいたいというようなことを言ってくれる人もいたのですが、この庄内がとてもいいところだという、みんなここへ帰ってきておいでよという、そんな涙を流して聞いてくださったという話もありました。
素材のミュージカルを、実は三年かけて、来年は一時間物に、新しい文化会館ができたら二時間物で発表したいというような夢を持って、若い公益大の学生と婦人会が一緒になってやっています。
そういうことをやっているような団体が他にあるかもしれないし、これから育つかもしれない。そういう人たちで公募してもらって、文化会館の新しい事業としてプレゼンテーションで選んでいただくというのもあってもいいのかなと思いました。ちなみに、全くオープンにして点数化して選んだもらったほうが後腐れがないと思うので、そのような形でやっていただければと思いました。
地元アドバイザー：せっかくのお披露目なわけですので、芸術文化協会の５０周年記念事業の綜合舞台で、芸文協の各加盟団体が何分か刻みで出ていましたよね。これの拡大バージョンみたいなもので、皆さんにお披露目ということをすれば、市民が活気付くのではないでしょうか。

あと、先ほど小澤征爾さんはメジャーな人なので例として出させていただいたのですが、これからずっと鶴岡の応援団になってくださるような、今後も関係性を持ってくれるようなメジャーな人、ここ鶴岡は合唱の街、文化レベルの高いところだと思うので、そういうのを考えて、この人なら適任だという人から、鶴岡の応援団になってくれたらいいなと思います。
総合アドバイザー：ありがとうございました。色々なアイディアがありましたが、オペラでもカルメンだと、地元の子どもをコーラスに入れたりということをやっているところがあります。また、市民が発表したいことを「ハレの場」として自由に提案していただき、団体ごとに一時間くらいずつだと思うのですが、市民が提案した事業を三日間か四日間続けて発表したところもありました。

もちろん、そういったことを行う上では、市民公募するということも企画の一つになります。そのことを通して発表の機会が与えられホールが使えるだけでなく、舞台技術のサポートやアドバイスを受けられるということになるとよいかもしれません。

それから、鶴岡市やこの近くの出身の方で、これから羽ばたこうとしている地元出身の若い芽のコンサートというのもいいかもしれません。

きっと他にもたくさんあると思いますので、他にアイディアがあれば事務局の方にメールなりファックスなりを送っていただければと考えます。それでは、進行を事務局にお返しします。

７　その他
文化主幹：次回の日程ですが、１月と２月のワークショップ開催後の３月中旬以降に、同じくらいの時間帯でと考えております。日時については、年明け以降に私共のほうで、各アドバイザーの皆様と調整させていただいて決めたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

長時間のご協議ありがとうございました。最後に教育部長より、皆様にご挨拶申し上げます。

教育部長：あいさつ

８　閉会
文化主幹：以上をもちまして、第１回鶴岡市文化会館管理運営実施計画アドバイザー会議を終了いたします。遅くまでどうもありがとうございました。
以上
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